
おウチで実験！ 

ウズラの卵も大きくなったり小さくなったり 
 
細胞は、周囲の液の種類や濃さが変わると、それに応じて一瞬大きくなったり小さくなった

りします。これは細胞のまわりをかこんでいる膜が，水のような小さい分子は通しますが，

大きな分子は通さないという、半透膜の性質を持っているからです。しかし、その後細胞の

大きさは直ぐまた元に戻ります。これはその半透膜の中に、チャネルやトランスポーターと

いう、大きな分子を運ぶ蛋白質が埋め込まれていて、それらが細胞の大きさが変わったこと

を感じ取って働きだすことによるのです。また、それらと同じ蛋白質の働きによって、例え

周囲の液が変わっていなくても、細胞は状況に応じてその大きさを自在に変えることができ

ます。私たちの研究室では、そのような蛋白質の働く仕組みについて詳しく研究しています。 
 
そこで、そのような蛋白質の重要性を分かってもらうために、それらが存在しない半透膜だ

けの場合はどのようなことになるのか、簡単な実験で見てみましょう。殻なし卵の膜（卵殻

膜）は、細胞の膜と同じような半透膜の性質を持っているため、周りの液の種類や濃さを変

えてやると、水が移動して、殻なし卵が縮んだり大きくなる様子を観察することができます。

おウチでウズラの卵で殻なし卵を作って，観察してみましょう！ 
 
用意するもの： 
酢（食酢）（穀物酢で試してうまくいっています。） 
ウズラ卵（生）（ニワトリの卵でもできますが、ウズラの方が早くできて簡単です。） 
蜂蜜（純粋な蜂蜜でなくても、糖類の加わった安価な蜂蜜加工品で，十分です。） 
 
準備： 
１．ウズラ卵を食酢につけます。 
２．１２－２４時間くらいでウズラ卵の殻がほとんど溶けます（殻からブクブク泡がでてき

ます）。浮いてしまうので、ときどきかき混ぜてやるとまんべんなく殻が溶けます。 
３．２の後で、残った殻は、水で洗いながらはがしましょう。膜が破けないように注意して

ください。 
 
実験： 
１．殻なしのウズラ卵を、蜂蜜につけます。 
２．２時間ほどで、大きさや、しわの数がどうなるか観察してみよう！ 
３．２のあとに、今度は、普通の水につけて３０分くらい観察してみよう。卵の様子はどう

なるかな？ 



 

       ウズラの卵          食酢で殻をはがした殻なし卵 
 

 

蜂蜜につけてしばらく経過した殻なし卵    その後水につけると元に戻ります 
 
 
キュウリ、大根、ジャガイモ、リンゴなどの野菜や果物を使っても、同じような実験ができ

ます。塩漬けにした野菜や漬け物が水分を失って縮んでしんなりしたり，野菜サラダを作る

ときに水につけると膨らんでぱりっとするのも、ウズラの殻なし卵の実験でみられるように、

細胞の半透膜による浸透現象によって起こります。 
 

 
元の大きさのキュウリ    蜂蜜につけておいたキュウリ 
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